
(57)【要約】

【課題】赤紫色、もしくは桃色の光線が得られる赤紫色

発光ダイオードを提供する。

【解決手段】波長が約４０５～４３０ｎｍの紫色発光ダ

イオード結晶粒に、成分が６ＭｇＯ・Ａｓ２ Ｏ　５ ：Ｍ

ｎか、もしくは３．５ＭｇＯ・０．５ＭｇＦ２ ・ＧｅＯ

２ ：Ｍｎである赤色蛍光粉によってなる蛍光層を塗布し

て該紫色発光ダイオード結晶粒を被覆し、該紫色発光ダ

イオード結晶粒から発生する波長が約４０５～４３０ｎ

ｍの光線によって該赤色蛍光層を励起して波長が約６５

０ｎｍの赤色光線を発生させ、該赤色光線と、紫色発光

ダイオード結晶粒から本来発生する紫色とを合成させて

赤紫色の光線を得る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
波 長 が 約 ４ ０ ５ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 と 、
成 分 が ６ Ｍ ｇ Ｏ ・ Ａ ｓ ２ Ｏ 　 ５ ： Ｍ ｎ か 、 も し く は ３ ． ５ Ｍ ｇ Ｏ ・ ０ ． ５ Ｍ ｇ Ｆ ２ ・ Ｇ ｅ
Ｏ ２ ： Ｍ ｎ で あ る 赤 色 蛍 光 粉 に よ っ て な り 、 該 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 を 被 覆 す る よ う
に 塗 布 さ れ る 蛍 光 層 と を 含 ん で な り 、
該 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 か ら 発 生 す る 波 長 が 約 ４ ０ ５ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 光 線 に よ っ て 該
赤 色 蛍 光 層 を 励 起 し て 波 長 が 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 赤 色 光 線 を 発 生 さ せ 、 該 赤 色 光 線 と 、 紫 色 発
光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 か ら 本 来 発 生 す る 紫 色 と を 合 成 さ せ て 赤 紫 色 の 光 線 を 得 る こ と を 特 徴
と す る 赤 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 赤 色 蛍 光 層 に 、 成 分 で あ る 赤 色 蛍 光 粉 を 添 加 す る 量 に よ っ て 、 発 生 す る 光 線 の 色 が 赤
色 に 近 い か 、 紫 色 に 近 い か を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 ダ イ オ ー ド
。
【 請 求 項 ３ 】
紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 パ ッ ケ ー ジ し て ラ ン プ 型 か 、 或 い は 表 面 実 装 型 （ Ｓ Ｍ Ｄ ） に す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド に 関 し 、 特 に 赤 紫 色 （ 或 い は 桃 色 ） の 光 線 を 発 生 さ せ る 発 光
ダ イ オ ー ド に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
発 光 ダ イ オ ー ド は 、 従 来 の 照 明 用 の 電 球 な ど に 比 し て 、 電 力 を 節 約 で き 、 使 用 寿 命 が 長 く
、 環 境 保 護 の 面 な ど か ら も 優 れ て い る 。 仮 に 、 明 る さ を 増 す こ と が で き 、 コ ス ト が 低 下 す
れ ば 、 将 来 は 半 導 体 を 応 用 し た 照 明 が 実 現 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
現 在 の 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 可 視 光 線 の 範 囲 内 に お い て 赤 、 オ レ ン ジ 色 、 赤 オ レ ン ジ 色 、 黄
色 、 黄 緑 色 、 緑 色 、 青 、 紫 な ど の 色 を 表 現 す る こ と が で き る 。 但 し 、 そ の 他 混 合 さ れ た 色
を 選 択 す る こ と は 未 だ に な さ れ て い な い 。 異 な る 波 長 の 色 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 開 発 す る こ
と は 、 目 下 発 光 ダ イ オ ー ド 研 究 に お け る 重 要 な 課 題 の 一 つ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 、 ２ つ 以 上 の 色 を 混 合 す る 場 合 は 、 ２ つ 以 上 の 異 な る 色 の 粒 状 の 発 光 体 を 一 つ に パ ッ
ケ ー ジ し て 光 源 と す る 。 但 し 、 か か る 方 法 は 、 パ ッ ケ ー ジ の 工 程 に お い て 、 ボ ン デ ィ ン グ
が 複 雑 に な り 、 か つ 異 な る 色 の 発 光 体 の 材 料 が 異 な る 場 合 に は 、 必 要 と す る 駆 動 電 圧 も 異
な る 。 よ っ て 、 設 計 時 に 、 必 ず 個 々 の 粒 状 の 発 光 体 に 異 な る 駆 動 電 圧 を 加 え て 明 る さ と 色
を 調 節 し な け れ ば な ら な い と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
最 近 の 技 術 で は 、 単 一 の 発 光 体 結 晶 粒 で 多 用 な 色 彩 を 発 生 さ せ る こ と が 可 能 に な っ た 。 即
ち 、 結 晶 粒 の 表 面 に 蛍 光 粉 の 層 を 形 成 す る 。 発 光 体 の 結 晶 粒 が 発 す る 光 線 で 蛍 光 粉 の 層 を
励 起 す る と 、 蛍 光 粉 の 層 は 他 の 色 彩 の 光 線 を 発 光 す る 。 こ の よ う に 蛍 光 粉 か ら 発 生 す る 光
と 本 来 の 発 光 体 結 晶 粒 か ら 発 光 す る 光 線 の 色 と を 混 合 さ せ る と 、 新 し い （ 多 様 な 波 長 の ）
色 の 光 線 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 日 亜 化 学 工 業 株 式 会 社 の 所 有 す る 白 色 発 光
ダ イ オ ー ド に 関 す る 特 許 （ 台 湾 特 許 出 願 第 ０ ８ ６ １ １ ０ ７ ３ ９ 号 ） な ど に 開 示 さ れ る 技 術
で あ っ て 、 青 色 ダ イ オ ー ド （ 波 長 約 ４ ６ ０ ｎ ｍ ） に 黄 色 （ Ｙ Ａ Ｇ ） の 蛍 光 粉 を 塗 布 し て 、
長 い 波 長 の 黄 色 の 光 線 （ 約 ５ ６ ０ ｎ ｍ ） を 発 光 さ せ る 。 図 ２ 、 図 ３ に 開 示 す る よ う に 、 励
起 す る た め の 光 線 の ス ペ ク ト ル （ 光 吸 収 ス ペ ク ト ル ） の ピ ー ク 値 は 約 ４ ６ ０ ｎ ｍ で あ る 。
か か る 波 長 の 青 色 の 光 線 に よ っ て 黄 色 （ Ｙ Ａ Ｇ ） の 蛍 光 粉 を 励 起 し て 黄 色 の 光 線 （ 波 長 約
５ ６ ０ ｎ ｍ ） を 発 生 さ せ 、 黄 色 と 青 色 が 交 互 に 補 う 原 理 を 利 用 し 、 白 色 光 線 を 発 光 す る 発
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光 ダ イ オ ー ド を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 は 、 携 帯 電 話 機 、 パ ー ソ ナ ル ・ デ ィ ジ タ ル ・ ア シ ス ト （ Ｐ Ｄ Ａ ） 、 も し く は 其 の
他 電 子 装 置 の 液 晶 表 示 装 置 の 光 源 或 い は 装 飾 、 照 明 な ど に 新 規 で 特 殊 な 色 の 光 線 を 賦 与 し
、 広 範 囲 に 応 用 す る こ と の で き る 発 光 ダ イ オ ー ド を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 こ の 発 明 は 、 赤 紫 色 も し く は 桃 色 の 光 線 を 提 供 す る こ と の で き る 発 光 ダ イ オ ー ド を
課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ こ で 、 本 発 明 者 は 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る 欠 点 に 鑑 み て 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 波 長 が 約
４ ０ ５ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 に 、 成 分 が ６ Ｍ ｇ Ｏ ・ Ａ ｓ ２ Ｏ 　 ５ ： Ｍ
ｎ か 、 も し く は ３ ． ５ Ｍ ｇ Ｏ ・ ０ ． ５ Ｍ ｇ Ｆ ２ ・ Ｇ ｅ Ｏ ２ ： Ｍ ｎ で あ る 赤 色 蛍 光 粉 に よ っ
て な る 蛍 光 層 を 塗 布 し 、 該 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 か ら 発 生 す る 波 長 が 約 ４ ０ ５ ～ ４ ３
０ ｎ ｍ の 光 線 に よ っ て 該 赤 色 蛍 光 層 を 励 起 し て 波 長 が 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 赤 色 光 線 を 発 生 さ せ
、 該 赤 色 光 線 と 、 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 か ら 本 来 発 生 す る 紫 色 と を 合 成 さ せ て 赤 紫 色
の 光 線 を 得 る 発 光 ダ イ オ ー ド の 構 造 に よ っ て 課 題 を 解 決 で き る 点 に 着 眼 し 、 か か る 知 見 に
基 づ い て 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 下 、 こ の 発 明 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
請 求 項 １ に 記 載 す る 赤 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 波 長 が 約 ４ ０ ５ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 紫 色 発 光 ダ
イ オ ー ド 結 晶 粒 と 、
成 分 が ６ Ｍ ｇ Ｏ ・ Ａ ｓ ２ Ｏ 　 ５ ： Ｍ ｎ か 、 も し く は ３ ． ５ Ｍ ｇ Ｏ ・ ０ ． ５ Ｍ ｇ Ｆ ２ ・ Ｇ ｅ
Ｏ ２ ： Ｍ ｎ で あ る 赤 色 蛍 光 粉 に よ っ て な り 、 該 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 を 被 覆 す る よ う
に 塗 布 さ れ る 蛍 光 層 と を 含 ん で な り 、
該 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 か ら 発 生 す る 波 長 が 約 ４ ０ ５ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 光 線 に よ っ て 該
赤 色 蛍 光 層 を 励 起 し て 波 長 が 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 赤 色 光 線 を 発 生 さ せ 、 該 赤 色 光 線 と 、 紫 色 発
光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 か ら 本 来 発 生 す る 紫 色 と を 合 成 さ せ て 赤 紫 色 の 光 線 を 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 と す る 赤 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 請 求 項 １ に お け る 赤 色 蛍 光 層 に 、 成 分 で
あ る 赤 色 蛍 光 粉 を 添 加 す る 量 に よ っ て 、 発 生 す る 光 線 の 色 が 赤 色 に 近 い か 、 紫 色 に 近 い か
を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 す る 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 請 求 項 １ に お け る 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド が パ ッ ケ ー
ジ し て ラ ン プ 型 か 、 或 い は 表 面 実 装 型 （ Ｓ Ｍ Ｄ ） に さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 は 、 赤 紫 色 、 或 い は 桃 色 の 光 線 を 発 光 す る 発 光 ダ イ オ ー ド を 提 供 す る も の で あ っ
て 、 波 長 が 約 ４ ０ ５ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ の 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 と 、 成 分 が ６ Ｍ ｇ Ｏ ・ Ａ ｓ

２ Ｏ 　 ５ ： Ｍ ｎ か 、 も し く は ３ ． ５ Ｍ ｇ Ｏ ・ ０ ． ５ Ｍ ｇ Ｆ ２ ・ Ｇ ｅ Ｏ ２ ： Ｍ ｎ で あ る 赤 色
蛍 光 粉 に よ っ て な り 、 該 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 を 被 覆 す る よ う に 塗 布 さ れ る 蛍 光 層 と
を 含 ん で な る 。
か か る 赤 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド の 構 造 と 特 徴 を 詳 述 す る た め に 具 体 的 な 実 施 例 を 挙 げ 、 図 を
参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 】
図 １ に ラ ン プ 型 の 発 光 ダ イ オ ー ド を 開 示 す る 。 紫 色 の 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 （ １ ） （ 波 長
４ ０ ５ － ４ ３ ０ ｎ ｍ ） は 、 リ ー ド 支 持 フ レ ー ム （ ２ ） に 固 定 し て リ ー ド （ ５ ） を 結 線 す る
。 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 （ １ ） 上 に は 、 赤 色 の 蛍 光 粉 に よ っ て 蛍 光 層 （ ４ ） を 形 成 す る 。
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該 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 （ １ ） を 被 覆 す る 蛍 光 層 （ ４ ） は 、 ６ Ｍ ｇ Ｏ ・ Ａ ｓ ２ Ｏ 　 ５ ： Ｍ
ｎ 、 も し く は ３ ． ５ Ｍ ｇ Ｏ ・ ０ ． ５ Ｍ ｇ Ｆ ２ ・ Ｇ ｅ Ｏ ２ ： Ｍ ｎ を 成 分 と す る 赤 色 の 蛍 光 粉
を 計 量 し て 適 量 を 透 明 ゲ ル と 混 合 し 、 蛍 光 ゲ ル を 得 て 、 ス ポ ッ ト 方 式 で 直 接 、 或 い は 間 接
的 に 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 （ １ ） 上 に 塗 布 し て 形 成 す る 。 さ ら に 、 透 明 樹 脂 （ ３ ） を 注 入
し て パ ッ ケ ー ジ 工 程 を 完 成 さ せ る 。 こ の 場 合 、 ラ ン プ 型 、 或 い は 表 面 実 装 型 （ Ｓ Ｍ Ｄ ） の
い ず れ に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ４ 、 図 ５ の ス ペ ク ト ル 図 に 開 示 す る よ う に 、 赤 色 の 蛍 光 粉 は 紫 色 の 光 線 の 励 起 に よ っ て
波 長 が 約 ６ ５ ０ ｎ ｍ の 赤 色 の 光 線 を 発 生 す る 。 励 起 に よ っ て 発 生 し た 赤 色 の 光 線 は 、 発 光
ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 （ １ ） か ら 発 生 す る 本 来 の 紫 色 の 光 線 と 混 合 し 、 赤 紫 色 （ 或 い は 桃 色 ）
の 光 線 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ６ に 、 こ の 発 明 に よ る 赤 紫 発 光 ダ イ オ ー ド の 発 光 す る 光 線 の ス ペ ク ト ル を 開 示 す る 。 図
６ か ら 明 ら か な よ う に 、 紫 色 の 光 線 の ピ ー ク 値 は 約 ４ ０ ５ ～ ４ ３ ０ ｎ ｍ で あ り 、 紫 色 の 光
線 で 赤 色 の 蛍 光 粉 を 励 起 し て 発 生 す る 赤 色 の 光 線 の ピ ー ク 値 は 約 ６ ５ ０ ～ ６ ６ ０ ｎ ｍ で あ
る 。 よ っ て 、 製 造 過 程 に お い て 添 加 す る 蛍 光 粉 の 量 に よ っ て 発 生 す る 光 線 の 色 を 紫 色 に 近
づ け る か 、 赤 色 に 近 づ け る か を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
目 下 、 発 光 体 結 晶 粒 に よ っ て 蛍 光 粉 を 励 起 す る 方 法 に は 、 例 え ば 日 亜 化 学 工 業 株 式 会 社 の
所 有 す る 技 術 に 見 ら れ る よ う に 青 色 ダ イ オ ー ド で 黄 色 （ Ｙ Ａ Ｇ ） 蛍 光 粉 を 励 起 し て 二 種 類
の 波 長 を 有 す る 白 色 光 線 を 得 る も の か 、 も し く は 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド で 赤 、 青 、 緑 色 の
混 合 さ れ た 蛍 光 粉 を 励 起 し て 白 色 光 線 を 得 る も の な ど が あ る 。 こ の 発 明 に お い て は 、 特 に
紫 色 の 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒 か ら 発 生 す る 光 線 で 赤 色 の 蛍 光 粉 を 励 起 し て 赤 紫 色 の 光 線 を
発 光 す る 発 光 ダ イ オ ー ド を 得 る 。 即 ち 、 可 視 光 線 の 波 長 の 範 囲 に あ る 光 線 で 励 起 す る た め
、 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る よ う に 、 パ ッ ケ ー ジ に 用 い る 樹 脂 が 紫 外 線 の 長 期 に わ た る 照 射 を
受 け て 劣 化 す る 現 象 が 発 生 す る こ と が な く 、 新 規 な 色 彩 の 光 線 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
赤 紫 色 の 光 線 を 発 生 さ せ る 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 光 線 の 色 彩 が 新 規 で あ っ て 、 例 え ば 携 帯 電
話 機 、 パ ー ソ ナ ル ・ デ ィ ジ タ ル ・ ア シ ス ト （ Ｐ Ｄ Ａ ） 、 バ ッ ク ラ イ ト の 光 源 、 発 光 体 を 具
え る ア ク セ サ リ ー 、 パ イ ロ ッ ト ラ ン プ な ど の 指 示 灯 な ど と 応 用 範 囲 を さ ら に 多 様 化 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 か か る 特 殊 な 色 彩 は 、 一 部 の キ ャ ラ ク タ ー グ ッ ズ の 色 彩 に 合 わ せ て 用
い る こ と に よ っ て 、 女 性 層 、 も し く は 若 い 人 た ち の 消 費 者 を 対 象 と し た 新 商 品 に 応 用 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 赤 紫 色 或 い は 桃 色 の 光 線 を 照 射 す る 発 光 ダ イ オ ー ド が 得 ら れ 、 応 用 す
る 製 品 の 範 囲 を さ ら に 広 げ る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 こ の 考 案 に よ れ ば 、 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る よ う に 、 パ ッ ケ ー ジ に 用 い る 樹 脂 が 紫 外
線 の 長 期 に わ た る 照 射 を 受 け て 劣 化 す る 現 象 が 発 生 す る こ と が な く 、 使 用 寿 命 を 延 長 さ せ
る 効 果 を 具 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る 赤 紫 色 発 光 ダ イ オ ー ド の 実 装 構 造 を 表 わ す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 日 亜 化 学 工 業 株 式 会 社 の 黄 色 Ｙ Ａ Ｇ 蛍 光 粉 に 係 る 励 起 ス ペ ク ト ル を 表 わ す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ３ 】 日 亜 化 学 工 業 株 式 会 社 の 黄 色 Ｙ Ａ Ｇ 蛍 光 粉 に 係 る 発 光 ス ペ ク ト ル を 表 わ す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に お け る 赤 色 蛍 光 粉 の 励 起 ス ペ ク ト ル と 、 赤 色 発 光 ス ペ ク ト ル を 表 わ す
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 に お け る 他 の 赤 色 蛍 光 粉 の 励 起 ス ペ ク ト ル と 、 赤 色 発 光 ス ペ ク ト ル を 表
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わ す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 に よ る 発 光 ダ イ オ ー ド の 紫 、 赤 色 光 線 の 発 光 ス ペ ク ト ル を 表 わ す グ ラ フ
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 発 光 ダ イ オ ー ド 結 晶 粒
２ 　 　 リ ー ド 支 持 フ レ ー ム
３ 　 　 透 明 樹 脂
４ 　 　 蛍 光 層
５ 　 　 リ ー ド
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